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Abstract：This paper will discuss the development process of a family education support program targeting 
high school students and members of the next generation that was created in 2019. First, it will lay out the 
sequence of events that led to the creation of a version of a family education promotion program for high school 
students and members of the next generation. Second, it will lay out the general concepts that formed the central 
pillar of this version of a family education support program for high school students and members of the next 
generation that were deduced from research and studies. Third, it will lay out the contents of the program that 
was created and its connection to the government's official educational guidelines and the like. Fourth, it will 
report on methods for rolling out the program based on practical simulations from a workshop. Lastly, it will lay 
out the significance of this version of a family education support program for high school students and members 
of the next generation and discuss the possibilities for future developments.
Keywords：Family education support systems, junior high school students, senior high school students, hiring 
outside human resources for school education,  'competency (Ikiru chikara)'， ability to maintain inter-personal 
relationships
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　ht tps : / / re ik i .pref . tokushima. lg . jp / re ik i_honbun/
o001RG00001723.html
　（２０２０年９月アクセス確認）
２）新しい学習指導要領については，文部科学省 HPに
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詳細に掲載されている。
　https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-cs/index.htm
　（２０２０年９月アクセス確認）
３）文部科学省「平成２９・３０年改訂　学習指導要領，
解説等」内の「社会に開かれた教育課程（これからの
教育課程の理念）」より引用している。下線部は元資
料の朱部分である。
４）文部科学省「子どもたちの未来をはぐくむ」家庭教
育の HP内に「各地域の保護者向け学習プログラム（各
地の取組）」が掲載されている。
　http://katei.mext.go.jp/
　（２０２０年９月アクセス確認）
５）「社会の扉」は消費者庁が作成した高校生等を対象
とした教材である。詳細は，消費者庁の HPに，「社
会への扉─１２のクイズで学ぶ自立した消費者─（高校
生（若年者）向け消費者教育教材　生徒用教材・教師
用解説書）」として詳細が載せられている。
　https://www.caa.go.jp/policies/policy/consumer_education/
public_awareness/teaching_material/material_010/
　（２０２０年９月アクセス確認）
　　独立行政法人教職員支援機構の HPには，「消費者
教育 「̶社会への扉」を活用した授業展開」（坂本有芳）
がコンテンツとして提供されている。
６）文部科学省「早寝早起き朝ごはん」中高生等向け普
及啓発資料及び指導者用資料は，家庭教育支援や地域
の学習講座，学校における教育活動等での活用が想定
されている。
　https://www.mext.go.jp/a_menu/shougai/katei/1359388.
htm
　（２０２０年９月アクセス確認）
７）「基盤研究（C）（一般）（H２９～ H３２）中学生の「関
係性をいきる力」を回復するプログラム開発のための
基礎的研究」（研究代表：畠中宗一）の一環として，
公立小学校３校（全５・６年生），公立中学校３校（全
１・２年生），公立高校３校（全１・２年生）に通う
計２４２８名を対象に，２０１８年９月から同年１０月に行っ
た調査を指す。本調査の結果の一部は，木村直子ほか
「子どもたちの「関係性を生きる力」尺度に関する研究」
『鳴門教育大学研究紀要』鳴門教育大学　編　３５，２７６
－２８５，２０２０。
８）アクティブ・ラーニングについては，木村ほか２０１８
年「相談援助」の授業におけるアクティブ・ラーニン
グの展開：学生の主体的な学びを促す授業改善を目指
して」において，「アクティブ・ラーニングの本質は，
発見学習，問題解決学習，体験学習，調査学習，教室
内でのグループ・ディスカッション，ディベート，グ
ループ・ワークによって得られた知識・技術・方法を，
自分の中に取り込み，それを自分の言葉で語ったり，
まとめたり，実践したりなど表現することによって，
さらなる学習の必要性を実感し，必要な知識・技術・
方法を学び，さらに表現するという円環にある。この
時，知識・技術・方法は学習者にとって経験としての
学び（主体的な学修・自ら学ぶ力の修得）となってい
ることが求められる。」と記述している。
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付記
　本論文は，JSPS科研費 JP１７K０１９２６「基盤研究（C）（一
般）（H２９～ H３２）中学生の「関係性をいきる力」を回
復するプログラム開発のための基礎的研究」（研究代表：
畠中宗一）の成果の一部である。
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